
Ⅰ．はじめに

　ナンゴウヒは，熊本県阿蘇地方を中心に古くから造林されてい
るヒノキさし木在来品種である。樹幹が通直完満で徳利病にかか
り難く，高齢になっても成長が持続するという優れた特性を持っ
ているとされている。一般実生ヒノキに比較して材質も特有の硬
さと香気を有し，ねばりがあり，古くから一般用材のほかに化粧
用材や建築材料として珍重されている（宮島，１９８９）。
　ナンゴウヒは複数のクローンから構成されており（田島・宮崎，
１９７３），これまでにアロザイム多型から３２のクローンに（Uchida 
et al. １９９３），DNAマーカーからさらに５つのDNAタイプが存在
していると（家入ほか，２００４）報告されている。これらの報告か
ら１４型というクローンが最も多数を占めるとされている（図－
１）。しかし，なぜ１４型が多数を占めるのかは不明である。そこ
で，ナンゴウヒの主要クローンの発根性とさし木の成長を調査し，
クローンによる発根性の違いや，発根後の成長の違いが結果的に
クローン構成に影響を及ぼす可能性について検討した。

Ⅱ．材料と方法

　材料は，Uchida et al.,（１９９３）の報告で最も出現比率が高かっ
た１４型と２番目に出現比率が高かった１８型，対照として出現比率
が低かった２０型ならびに実生１個体を用いた。２００６〜２００８年度の
３年間それぞれに，熊本県菊池郡菊陽町の熊本県林業研究指導所

苗畑の採穂木から各クローン１２０本ずつ荒穂をとり，長さ２０cmに
調整した。これらを阿蘇郡南阿蘇村の苗木生産者の苗畑と，林業
研究指導所の苗畑にクローンあたり２０本の３回反復，計６０本ずつ
さし付けた。採穂木の林齢は，２００６年時点で８年生であった。
　翌年度に，さし付けた穂木の発根の有無を調査した。また，
２００７年度にさし付けた発根個体については，苗長を調査し，２００８
年度にさし付けた個体については地上部と地下部に分割し，恒温
乾燥機で８０℃，７２時間乾燥させ，苗木ごとに乾燥重量を測定した。

Ⅲ．結　果

　発根数について，年度とさし木箇所およびクローンごとの発根
数を要因とした分散分析の結果を表－１に，年度ごとのクローン
の平均発根率を表－２に，さし木箇所ごとのクローンの平均発根
率を表－３に示す。年度間に有意差がみられ，２００７年度の発根数
が高かった。さし木箇所とクローン間に有意差はみられなかった。
また，年度とクローン間および年度とさし木箇所間の交互作用が
有意であった。また反復率を算出したところ，－０．９０５となり，
事実上０であった。
　また，さし木年度では２０型の標準偏差が最も大きかった。さし
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図－１．アイソザイム分析によるナンゴウヒクローンの出現比率
　　　　（Uchida et al., １９９３をもとに作成）
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表－１．発根本数の分散分析表
有意確率F値自由度項目
＞０．００１１３．１２１年度
０．９３３０．０１２さし木箇所
０．１０３２．１７３クローン
＞０．００１１４．３５１年度*さし木箇所
＞０．００１５．２５３年度*クローン
０．１８２１．６８６クローン*さし木箇所
０．２９２１．２６３年度*クローン*さし木箇所

表－２．さし木年度ごとの発根率

標準偏差
年度ごとの平均発根率（％）

クローン
２００８年度２００７年度２００６年度

±１８．５５４．２７１．７７７．５１４型
±１７．６５３．３８１．７６７．５１８型
±２１．２６１．７８３．３３６．７２０型
±１４．８７４．２８０．１６３．３実生



木箇所では，南阿蘇で２０型の標準偏差が最も大きく，１４型が最も
小さかった。菊陽では１４型が最も大きく，実生が最も小さかった。
　苗長について，クローンおよびさし木箇所を要因とした分散分
析を行った結果を表－４に，クローンごと，さし木箇所ごとの平
均苗長と，Tukeyの方法で多重比較を行った結果を図－２に示
す。クローンとさし木箇所に有意差がみられ，クローンでは２０型
が，さし木箇所では南阿蘇村が小さかった。クローンとさし木箇
所間に交互作用がみられたため，反復率を算出したところ，
０．７９４と高い値を示した。
　また，発根個体の地上部および地下部重量について分散分析を
行った結果，両者ともクローン間に有意な差はみられなかった。

Ⅳ．考　察

　今回の調査では，クローンごとの発根数に有意差はみられず，
反復率も極めて低かった。ナンゴウヒは元々発根性が高い集団で
あるとされており（宮島，１９８９），そのためクローンごとに明確
な差異が現れなかったことが考えられる。ナンゴウヒと実生とも
発根性には有意差がみられなかったが，実生個体であっても高い
発根性を示す個体があることや，ヒノキは若齢のほうが高い発根
率を示すことが報告されており（宮島，１９８９），今回使用した個
体は元々高い発根性を持っていたことが考えられる。また，地上
部と地下部の重量にもクローン間では有意差がみられなかった。
このため，発根性や苗木としての充実性以外の要因が，現在の構
成比に影響を及ぼしていると考えられた。一方，対照とした２０型
の発根率については，さし付け年度ごとのバラツキが比較的大き
かったことや，ナンゴウヒの主要産地である南阿蘇で１４型のバラ
ツキが小さかったことを考慮すると，１４型の方が比較的安定して
苗木を生産できると考えられる。
　苗長はクローン間で有意差がみられかつ高い反復率を示した。
　阿蘇地方では，元々ヒノキについても直ざし造林が行われてい
たとされており（肥後山林会，１９３０），さしつけ後に成長が早い
方が草本などの被圧を受けにくいと考えられる。また，苗木生産
上も苗長は大きいことが望ましいと思われる。以上のことから，
ナンゴウヒのクローン構成比には，直ざし後の成長や，さし木発
根率の安定性，さし付け後の成長など苗木生産上必要とされる形
質が結果として影響を与えていると考えられる。
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表－３．さし木箇所ごとの平均発根率
標準
偏差

平均
発根率（％）クローンさし木箇所

±　５．１７３．８１４型

南阿蘇
±１６．０６４．４１８型
±２６．２６０．１２０型
±２２．１６９．４実生
±２６．８６１．６１４型

菊陽
±２２．１７０．５１８型
±２０．９６１．１２０型
±　５．３７５．５実生

表－４．苗長の分散分析表
有意確率F値自由度項目
＞０．００１２６．５９３クローン
＞０．００１１０．７３３さし木箇所
＞０．０５０３．１５３クローン*さし木箇所

２６４誤差

図－２．クローンごと・さし木箇所ごとの平均苗長
異なるアルファベットは１％水準で有意差があ
ることを示す
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